
平成 7 年 にお ける水稲 冠水被害の実態    |
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1平 成 7年 は、 8月 上旬 に前裾が停滞 した影響で雨模様 の天気が続 き、特 に 1日 と1 0日及ぴ 7日

には
t田

部 山沿 いを中心に 日降水量が10 0 m mを赳‐す大雨 とな ったも:このため北上川中下流地域 を中心
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河!ナ|ゆ1追海し水稲の2,40oha以上を|まじめ|レr辞 弛p甲 |十1農作″!こ大きな被章

が
学
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1 今回(水 稲の穂ばらみ～出穂揃の時期の冠水による被害調査を実施し、過去の調査結果との比

l  i較を行つ||ので指章上?参考年体する。   |           |     I  Ⅲ   Ⅲ

2‐ 技 術内容                 i‐  !              → ,

||(| )郵 套場所およ
「

冠水経過                        1  1

1  1   北 上ナ十1下流地域で冠水 した水沢市、前沢町、平泉町、一関市において、農業改良普及センタ

Tと 共同で調査 を行 つた。

■関市狐禅寺では警戒水位 7mを 8月 6 1日1 2時に越え、向日午後か ら冠水を始めた。 9J日8

時に警戒水位を下回るまで (約68時間)、 長ぃ場所で!ま丸 9自
の再ど と4つ |1現 去に国様の

生育ステ土―ジ (穂ばらみ～穂揃期)に 冠水 した年1次である昭和54年・昭和56年と くらべると、

昭和54年は警戒水位を越 えた時間が約66時間、昭和56年は約49時F E E iセあう、最高水位は昭和54

‐年か10 . 8 5コ、Fg和5 6年が12 . 5 1■、本年が10 . 3 0コである。本年は途中で本力ヽ
一

阜引章つ|けたがヽ

1冠 水時間 ・水位か らみると昭和54年に類似 しているど他地区においても傾向は同様であつた。
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冠水時間 1日 では形態的には大きな変化は認め られないる 2日 以1上の再水では全般に籾の褐

変がみ られ、穂ばらみ時期に冠水 した圃場で抱穂 (穂首節より下の節かち新たに発生 した穂、

横梅 ・二段構 ・三段穂 )の 発生が多 く、冠水時間が長 くなるほ ど、また冠水時の生育ステージ

が早いほ どその発生g l j合は高 くなる。 3日 冠水では品種を間わずひこばえの発生が多い。

また、冠水区において穂いもち '自バ、・掲変籾の多発がみ られた。

イ 収 量 ,              |           |

冠末時間ホ長ふほど玄来重|よ減る傾向がみられる。

玄来重の減収程度は昭和54年とほぼ同様の傾向を示すが、昭和56年は60時間冠水のものが24
‐
蒔商

‐
冠水 したものあ3割 程度 しか収量がなく、減収言U合が大きい。

生育ステージの早い時期に冠水したほうが玄米重は少ない傾向があるが昭和56年ほどの大き

な差はなかった。昭和56年は冠水被喜の他に低温による出穂の遅れや登熟不良などが相乗的に

関与 してい るもの とみ られ る。

表 冠 水 日数 (時間)と 減収程度

軍次 昭和54年 平成7年 召和54年 昭和56年 平成7年

詰本題 ナサニシ去少とめばオ ナサニシキ ササニシキ ひとめばれ

置水日数＼冠水時期
1冠水時間)＼

末出程 J穂 好 韓揃 節 平均 糸出猥 出穂輝 惑揃婿 平均
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9 1 , 9
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注)表 の左側は冠水なしの玄米重を100と した比率,表 の右側は冠水1日(24時間)を100とした比率

ウ 品 質

玄米品質につ いてみ ると、冠水被害 日は全般 的に青未熟粒が多いが 1日 冠水では検査等級 に

大 きな影響はな く、 2日 冠水 にな ると粒張 りが劣 り整粒不足で落等 す るものがみ られ る。 3日

冠水では青未熟粒が非常 に多 くな り、整粒不足で落等 す るものが多い。

3  指 導上の留意事項

( 1 )冠 水被害は、冠水時間 と生育時期の他に流速の程度、水温の高低、水の清濁、生育状態など

が総合されてあらわれてくるので、被善の程度を推定する場合にはこれちを考慮に入れなけれ

ばならない。

( 2 )冠 水後 に被善 を軽減 させ るためには、冠水時間が少 ないほ ど被害程度 も小さいので、
‐
排水 に

努め水位 をで きるだけ早 く低下 させ、穂 や実身 を水面上に出す ようにす る。 また、穂 ば らみ時

期か ら糊熟期 までの水稲 が冠水 した場合は、穂 いもちが発生 しやすいので穂 いもち防除 を励行

する。
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